
1 

 

次に「⑤ 空き家対策について」であります。 

人口減少・少子高齢化の進行に伴い、空き家が年々増加

しており、今後もさらなる増加が見込まれ、空き家問題へ

の対応は喫緊の課題となっています。 

この事から国は、本 28 年 10 月施行の国交省発出「住宅

セーフティネット法」などに拠り、高齢者、低額所得者、

子育て世帯への空き家を利活用した住宅確保の必要性を自

治体に求めており、「住宅を作っては壊す社会」から、「良

質な住宅をきちんと手入れして長く使う、ストック重視の

社会」への転換に迫られております。 

空き家対策への取り組みについては今後も加速度的に、

新たな住宅循環システム構築に向け、既存住宅流通・リフ

ォーム市場の活性化および住み替え支援の充実を図り、子

育て世帯等でも魅力ある住まいの確保ができる社会を目指

す必要があるものと思います。 

そこで以下、3 点について質問致します。 
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一点目、本Ｈ28 年 4 月、新たに【1】「空き家対策課」が

組織され「空き家の相談窓口」への相談として、空き家へ

の相談件数含む相談内容についてお示し下さい、【2】また

「空き家対策の推進に関する特別措置法」に基づき、市民

生活に影響を及ぼす「危険な空き家」について、9 月に「特

定空き家等」として 13 件を認定したと聞いていますが、認

定からおよそ 2 か月が経過して、どのような対応をされて

いるかお示しください。 

二点目、空き家対策は「危険な空き家」のみでは無く「管

理不全な空き家を発生させない仕組み作り」の「両輪」で

行う必要性が希求されています。高齢者、低額所得者の空

き家を利活用した住宅確保の必要性を、国が求めているこ

とから、対策について当局のご所見をお示し下さい。 

三点目、国からは並んで、子育て世帯等への対応も含む

と記載有る事から、特に本市に於いて市長も掲げる、中心

市街地活性化策、移住促進策として、まず高齢化率の高い

中心市街地から市内全域へと拡げ、若年子ども子育て世帯

への空き家等を利用した移住促進に資する、減免、家賃補
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助などの優遇措置などの施策・事務事業の構築が必要と考

えますが、当局の御所見をお示し下さい。 

2‘42“ 
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空き家対策について 

〇答弁者 樋口雄一甲府市長 

急速な人口減少・少子高齢化の進展に伴い、深刻化する

空き家問題に適切に対応するため、本年 4 月、建設部内に

「空き家対策課」を新設し、これまで、市民の皆さまから、

様々な相談や要望をお寄せいただきました。 

一つ目のご質問で有ります、空き家に関する相談につき

ましては、本年１１月末現在で、２２０件の相談があり、

その内容といたしましては、管理不全の空き家の通報等が

１６１件、利活用等に関することが５９件でありました。 

特に、空き家に関する相談では、草木の繁茂、建築物の

倒壊・損傷、ゴミの不法投棄が数多く寄せられました。 

また、本年９月に本市で初めて認定した１３件の「特定

空家等」につきましては、所有者が特定できた３件に対し

て、状況の聞き取りや意見交換を行った結果、現在２件の

所有者が、本市の「特定空家等除却助成制度」を活用する

中で今年度中を目途に、除却に向けた取組みを進めており

ます。 
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二つ目のご質問であります「高齢者、低額所得者への空

き家の利活用」につきましては、住宅セーフティネット機

能を強化するため、国では、本年１０月２５日に、「住宅確

保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律」

を施行致しました。これを受けて、県では、現在、住宅確

保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅の登録受付や、来年

３月を目途として「山梨県 賃貸住宅供給促進計画」の策定

に取り組んでおります。 

本市といたしましては、県への登録状況や同促進計画の

内容等を注視する中で、住宅確保要配慮者への効果的な対

策を、検討してまいります。 

最後に、「子育て世帯等への対応」につきましては、本市

の主要な施策である「子ども最優先のまちづくり」と「中

心市街地活性化」を一体的な目標として位置付け、この度、

「中央地域等の空き家・空き室を活用した子育て世帯等の

支援制度」を新設することといたしました。 

具体的には、富士川、相生、穴切地区で構成する中央部

地域内にある空き家の改修補助助成と共に、当該地域内の



 

空き家・空き室に、実質家賃の２分の１以内かつ上限月額

２万円を、３年間助成する制度であり、来年１月から実施

を予定しております。

この制度は、空き家改修というハード施策と、中央部

域等への移住促進というソフト施策を効果的に組み合わせ

た、県内初の制度であるとともに、全国的にも新しい視点

からの施策形成と認識しております。

このことにより、人口密度の維持や世代間交流の支援を

図るとともに、子育て環境の向上、中心市街地の活性化、

空き家・空き室に、実質家賃の２分の１以内かつ上限月額

２万円を、３年間助成する制度であり、来年１月から実施

を予定しております。

この制度は、空き家改修というハード施策と、中央部

域等への移住促進というソフト施策を効果的に組み合わせ

た、県内初の制度であるとともに、全国的にも新しい視点

からの施策形成と認識しております。

このことにより、人口密度の維持や世代間交流の支援を

図るとともに、子育て環境の向上、中心市街地の活性化、

空き家・空き室に、実質家賃の２分の１以内かつ上限月額

２万円を、３年間助成する制度であり、来年１月から実施

を予定しております。

＜サンニチ

この制度は、空き家改修というハード施策と、中央部

域等への移住促進というソフト施策を効果的に組み合わせ

た、県内初の制度であるとともに、全国的にも新しい視点

からの施策形成と認識しております。

このことにより、人口密度の維持や世代間交流の支援を

図るとともに、子育て環境の向上、中心市街地の活性化、

空き家・空き室に、実質家賃の２分の１以内かつ上限月額

２万円を、３年間助成する制度であり、来年１月から実施

を予定しております。 

＜サンニチ新聞記事

この制度は、空き家改修というハード施策と、中央部

域等への移住促進というソフト施策を効果的に組み合わせ

た、県内初の制度であるとともに、全国的にも新しい視点

からの施策形成と認識しております。

このことにより、人口密度の維持や世代間交流の支援を

図るとともに、子育て環境の向上、中心市街地の活性化、
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空き家・空き室に、実質家賃の２分の１以内かつ上限月額

２万円を、３年間助成する制度であり、来年１月から実施

記事 2017

 

この制度は、空き家改修というハード施策と、中央部

域等への移住促進というソフト施策を効果的に組み合わせ

た、県内初の制度であるとともに、全国的にも新しい視点

からの施策形成と認識しております。

このことにより、人口密度の維持や世代間交流の支援を

図るとともに、子育て環境の向上、中心市街地の活性化、

空き家・空き室に、実質家賃の２分の１以内かつ上限月額

２万円を、３年間助成する制度であり、来年１月から実施

2017 年 12 月 08

この制度は、空き家改修というハード施策と、中央部

域等への移住促進というソフト施策を効果的に組み合わせ

た、県内初の制度であるとともに、全国的にも新しい視点

からの施策形成と認識しております。 

このことにより、人口密度の維持や世代間交流の支援を

図るとともに、子育て環境の向上、中心市街地の活性化、

空き家・空き室に、実質家賃の２分の１以内かつ上限月額

２万円を、３年間助成する制度であり、来年１月から実施

08 日＞ 

この制度は、空き家改修というハード施策と、中央部

域等への移住促進というソフト施策を効果的に組み合わせ

た、県内初の制度であるとともに、全国的にも新しい視点

このことにより、人口密度の維持や世代間交流の支援を

図るとともに、子育て環境の向上、中心市街地の活性化、

空き家・空き室に、実質家賃の２分の１以内かつ上限月額

２万円を、３年間助成する制度であり、来年１月から実施

この制度は、空き家改修というハード施策と、中央部

域等への移住促進というソフト施策を効果的に組み合わせ

た、県内初の制度であるとともに、全国的にも新しい視点

このことにより、人口密度の維持や世代間交流の支援を

図るとともに、子育て環境の向上、中心市街地の活性化、

空き家・空き室に、実質家賃の２分の１以内かつ上限月額

２万円を、３年間助成する制度であり、来年１月から実施

 

この制度は、空き家改修というハード施策と、中央部地

域等への移住促進というソフト施策を効果的に組み合わせ

た、県内初の制度であるとともに、全国的にも新しい視点

このことにより、人口密度の維持や世代間交流の支援を

図るとともに、子育て環境の向上、中心市街地の活性化、
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空き家対策など、本市の複合的な課題解決策の一環として、

創設したところであります。 

この内容は、広報「こうふ」や市ホームページなどで、

広く周知を致しますので、多くの皆さまに当該制度の積極

的な活用をご検討いただきたいと考えております。 

 

 

〇再登壇にて要望 佐野弘仁 

空き家対策関連への質問は委員会を含め、今回で 5 回目

の質問となりましたが、4 月から開始された空き家対策課の

ご努力により 8 ヶ月で 13 件の「特定空家等」については、

所有者特定の 3 軒を除却に向け進められていること。 

倒壊の危険性、害虫発生、火事など、近隣住民の不安払

しょくを図るためにも、より一層の推進をお願いしたもの

と思います。 

また「高齢者、低所得者への空き家の利活用」について

は、主管は県であり、県の促進計画を見ながら進められる

とのことについては承知しました。 
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三点目ですが、若年子ども子育て世帯への空き家等を利

用した中心市街地活性化策、移住促進策については。 

これから先の圧倒的な自然減に陥る時代、少しでも縮小

均衡に抗う施策として、まず年齢層が偏る高齢化率の高い

中心市街地での年齢均衡の是正を行い、市内全域へと拡げ

ることであります。 

本日ご答弁により、この若年子ども子育て世帯への空き

家等を利用した移住促進に資する、減免、家賃補助などの

優遇措置を「中央部地域等の空き家・空き室を活用した子

育て世帯等の支援制度」として新設して頂けるとの事、他

都市でも余り見られない新制度でもあり、私事で恐縮です

が、新設制度政策を「2015 年マニフェストＳＷ甲府」で掲

げ、選挙公約として選挙戦を戦いました。今回の政策提言

を推進して頂きましたことに心から感謝致します。 

最後に要望でありますが、この新制度は、市長の掲げる

「子ども最優先のまちづくり」「中心市街地活性化策」とし

て重要な政策制度と成り得るものとも考えますので、広報

「こうふ」やＨＰのみならず、新聞、ＴＶなどメディアへ



9 

 

乗せ県内外の若い世代に、新制度を使って甲府市街地に住

んで貰えるよう、一層の拡散周知をお願いします。 

我々の一致した共通の願いで有ること、甲府の中心街に

若い世代、子ども子育て世代が多く住み、笑い声とともに、

子どもの元気な声が溢れる街となるための重層的な政策実

現を共に進めて行くこと、今後共に推進のほど、よろしく

お願いいたします。 


